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槽水等から分離したレジオネラ属菌133株及び患者由来株
９株を用いた。コリネバクテリウム・ウルセランスの調査
は，牛血清62検体を用いた。

2.2検査法

　各菌種の検査は，以下の方法で実施した。
　１）生化学的性状試験
　　　STECの性状試験は，IDテストEB20（日水）を用い

て菌の同定を行った。
　２）血清型別
　　　STEC及びレジオネラの血清型別は，病原性大腸菌

免疫血清（デンカ生研）とレジオネラ免疫血清（デ
ンカ生研）を用いて実施した。

　３）STECの毒素（STX）型別及びジフテリア毒素遺伝
子の保有

　　　STECの毒素型別は，ラテックス凝集反応による大
腸菌ベロ毒素検出用キット（デンカ生研）及びPCR

１　はじめに
　県下で発生した志賀毒素産生性大腸菌（以下「STEC」
という。）感染症やレジオネラ症及び過去に県内で患者
が発生したジフテリア様毒素を産生するコリネバクテリウ
ム・ウルセランスによる感染症について，感染源・感染経
路の究明や発生予防を目的として，計画的に調査を実施し
ている。本報告では，平成23年度に収集したヒトおよび食
品由来株と，動物及び浴槽水等から分離した菌株を用いた
疫学解析結果と牛のジフテリア抗毒素価保有状況について
報告する。

２　材料及び方法
2.1　菌株及び検体

　STECの検査は，県内で平成23年度にヒトから分離され
たSTEC株62株と，牛直腸便415検体，牛糞堆肥27検体，牛
飼料７検体及び有機野菜60検体を用いた。
　レジオネラの検査には浴槽水等49検体と，保健所が浴
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法1）により実施した。コリネバクテリウムのジフテ
リア毒素遺伝子保有は，PCR法2）により実施した。

　４）ジフテリア抗毒素価の測定
　　　ジフテリア抗毒素価の測定は，宮村ら3）の培養細胞

法により，国立感染症研究所細菌第二部第三室に依
頼して実施した。

　５）パルスフィールドゲル電気泳動法によるDNAパター
ンの解析

　　　STECのパルスフィールドゲル電気泳動（以下
PFGE）法は，寺嶋ら4）のプロトコールにより実
施した。また，DNAパターンによる型別（以下
「PFGE」型別という。）は，国立感染症研究所細
菌第一部に依頼して実施した。

　６）Sequence-Based Typing（SBT）
　　　レジオネラ株のSBTを用いた型別（Sequence Type

（ST））5），6）は，国立感染症研究所細菌第一部に
依頼して実施した。

３　結果及び考察
3.1　県内で分離されたSTECの疫学調査

　平成23年度のヒト由来STEC月別検出状況を，表１に示
した。
　本年度収集した62株は，４月と３月を除いたすべての月
で検出された。６月～９月は16.1～22.6％と高率に検出さ
れ，腸管出血性大腸菌感染症注意報が発令された。昨年に
引き続いて本年度も分離株数が例年よりやや少なかった。
これは，富山県を中心に焼肉チェーン店のユッケによる
STEC感染症があり，例年以上に本菌に対する注意喚起が
なされたため，患者発生数の減少に繋がった可能性が考え

られる。
　検出されたSTECの血清型・毒素型を表２に示した。
　STECの血清型・毒素型は12種類に分類され，O血清群
157は27株（43.5％），O血清群26は20株（32.3％）で，これ
ら47株が分離株全体の75.8％を占めた。また，本年度はこ
れら以外にも，O103，O111，O115，O121，O145，O165な
どの多種O血清群が検出された。
　STEC O血清群157及び26のPFGE型を，表3-1及び表3-2
に示した。
　O血清群157は15種類，O血清群26は７種類に型別され，
特にO157：H7 STX1,2及びO26：H11 STX1の株は，それ
ぞれ多様なPFGE型株が検出された。家族由来株は同一の
PFGE型を示す株が多かったが，一部の株では同じ家族内
で遺伝子の変異が見られた。
　牛直腸便，牛糞堆肥，牛飼料及び有機野菜のSTEC検出
状況及び検出されたSTECの血清型・毒素型を，表４及び
表５に示した。
　牛直腸便415検体中67検体（16.1％）からSTECが検出
され，このうちO血清群157は４検体（1.0％）から検出さ
れた。牛糞堆肥は27検体中２検体（7.4％）から検出され
たが，牛飼料７検体及び有機野菜60検体では，STECは
検出されなかった。牛直腸便及び牛糞堆肥から検出され
たSTECの血清型・毒素型は30種類に分類され，例年どお
りO血清群型別不能（OUT）が69検体中48検体（69.6％）
を占めた。O血清群157は昨年度牛直腸便から検出されな
かったが，本年度は４検体から検出されており，ヒトへの
感染源として継続した牛の保菌実態調査が必要であると思
われる。

表１　ヒト由来STEC月別検出状況

表２　ヒトから検出されたSTECの血清型・毒素型
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表3-2　ヒト由来STEC O26のPFGE型

表3-1　ヒト由来STEC O157のPFGE型

表４　牛由来検体のSTEC検出状況

＊：３検体から２種類の血清型株を検出



72　　岡山県環境保健センター年報

表５　牛直腸便および牛糞堆肥由来STECの血清型・毒素型

a，b，c：各々１検体から２種類の血清型菌を検出

群とUT及びL.micdadeiとレジオネラ属菌であった。
　患者から分離されたレジオネラを表８に示した。
　55歳以上の男性７名及び女性２名から検出され，全国的
な傾向と同様に高齢男性からの検出が多かった。検出菌は
L.pneumophila 血清群１が９株中６株と多く，その他血清
群２及び３が検出された。血清群１ではST1077が３株，
ST120が２株検出され，同じ感染源の可能性が示唆され
た。血清群３の２株もST93と同じ感染源の可能性が示され
たが，これらの株は国内ではじめて分離されたST株であっ
たため，今後本菌の感染源の究明が重要であると考える。

3.2　浴槽水等のレジオネラ汚染調査

　浴槽水等について実施したレジオネラ汚染調査結果を表
６と表７に示した。
　レジオネラを培養法により検査した結果，浴槽水43検
体中４検体（9.3％），冷却塔水６検体中５検体（83.3％）
から検出された。浴槽水はL.pneumophila血清群１，６，
９群が，冷却塔水ではL.pneumophila 血清群１，５，７，
13群とUT，それにレジオネラ属菌が検出された。一方，
保健所の検査で浴槽水等から検出されたレジオネラは，
L.pneumophila血清群１，３，４，５，６，８，９，10，12

UT：untypable

表６　浴槽水等のレジオネラ検査結果
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研究事業）「ワンヘルス理念に基づく動物由来感染症制御
に関する研究」の研究班による調査の一環として実施した
ものである。
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3.3　牛のジフテリア抗毒素価保有状況

　牛血清を用いてジフテリア抗毒素価を測定した結果を，
表９に示した。
　牛血清62検体のうち，抗毒素価が0.01IU/mL以上を示し
たのは２検体（3.2％），特に0.1IU/mL以上の高い抗毒素
価を示したものが１検体（1.6％）あった。ヒトでは，以前
は0.01IU/mL以上の抗毒素価を感染防御レベルとされてき
たが，最近では0.1IU/mL以上が必要であると考えられて
いる7）。牛ではコリネバクテリウム・ウルセランスによる
乳房炎などが報告8）されており，抗毒素価が0.01IU/mL以
上であった牛では，ジフテリア毒素産生性のコリネバクテ
リウムによる感染の可能性が示唆されるため，今後継続し
て抗毒素価を指標とするジフテリア毒素産生性コリネバク
テリウムによる感染実態の調査を行う予定である。
　なお，レジオネラの調査については，平成23年度厚生労
働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事
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学研究費補助金（新型インフルエンザ等新興・再興感染症

表７　保健所から収集したレジオネラ株

ST：sequence type

表８　患者由来レジオネラ株

表９　牛血清のジフテリア抗毒素価
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